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１ 令和４年度自治町会長連絡会の概要 
（１）開催日時・会場 

月 日 時 間 会  場 
７月 ６日（水） 

午前 10 時～正午 
堀切地区センター（ホール） 

７月 14 日（木） 男女平等推進センター（多目的ホール） 
７月 27 日（水） 金町地区センター（ホール） 

 
（２）出席者 

①出席自治町会長 

令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度

堀 切 8 8 8 6 100.00% 75.00%

南 綾 瀬 22 22 10 5 45.45% 22.73%

お 花 茶 屋 19 19 6 6 31.58% 31.58%

亀 有 33 33 7 5 21.21% 15.15%

82 82 31 22 37.80% 26.83%

立 石 11 11 4 2 36.36% 18.18%

東 立 石 8 8 6 6 75.00% 75.00%

東 四 つ 木 4 4 2 1 50.00% 25.00%

四 つ 木 7 7 5 5 71.43% 71.43%

青 戸 18 18 5 3 27.78% 16.67%

新 小 岩 北 9 9 2 2 22.22% 22.22%

新 小 岩 12 12 3 5 25.00% 41.67%

奥 戸 6 6 3 4 50.00% 66.67%

高 砂 10 10 7 7 70.00% 70.00%

85 85 37 35 43.53% 41.18%

柴 又 6 6 4 5 66.67% 83.33%

新 宿 7 7 6 5 85.71% 71.43%

金 町 27 27 9 8 33.33% 29.63%

東 金 町 6 6 3 1 50.00% 16.67%

水 元 12 12 8 9 66.67% 75.00%

西 水 元 14 14 3 6 21.43% 42.86%

72 72 33 34 45.83% 47.22%

239 239 101 91 42.26% 38.08%

日付 地区
出席率出席自治町会数対象自治町会数

計

６日
（水）

小 計

14日
（木）

小 計

27日
（水）

小 計

 
 

② 飾区出席者 
区長、教育長、政策経営部長、総合庁舎整備担当部長、区長室担当部長、危機管理・防災担当部長、

福祉部長、健康部長、子育て支援部長、都市整備部長、交通・都市施設担当部長、街づくり担当部長、 
学校教育担当部長、すぐやる課長 
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（３）会議次第 

①区長挨拶（要旨のみ掲載） 
②区政報告  

ア）安全安心なまちづくりについて（内容は省略） 
イ）公共交通の充実について（内容は省略） 
ウ）屋内温水プールを活用した水泳指導の実施について（内容は省略） 

③区政についての意見交換 
 

令和４年度自治町会長連絡会の様子 

 金町地区センター ホール 堀切地区センター ホール 
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（４）区長挨拶（要旨） 

お忙しい中お集まりいただき、本当にありがとうございます。 

初めに、６月より報道されています私立認可保育所の運営費助成額算定相違について、皆様にお詫び

を申し上げます。 

本区はこれまで子育てに大変力を入れて取り組んで来ており、保育所への補助金についても国や都の

補助とは別に、区独自で多くの補助を行っているところです。今回の補助金については、保育の質を高め

ることを目的に、パートタイムの保育士雇用に係る人件費等の運営費補助を上積みする制度です。 

しかしその中で、補助金の算定システムに誤りがあることが発覚し、基準よりも多くの補助金が支給され

ていました。このシステムの誤りは、区の明らかな間違いです。誠に申し訳なく思っています。 

そこで、現在、約1,000件に及ぶ区のシステムの総点検を進めています。システムについても点検を行う

ことで、こうした間違いを二度と起こさないように取組を進めてまいりたいと思っています。 

一方で、この補助金は保育士を雇うのに使われ、結果としてそれが子どもたちの保育の充実につながっ

たことになりますので、補助金の使途や保育士雇用の実情などについて調査を行い、実際に保育士への

人件費として支払いがあった場合には、補助金の返還を求めず、人件費以外の使途に使用された補助金

について返還を求めるという方向で検討を行っています。（※注） 

このほか、システムに限らず区の様々な事務事業についても、今回の件を機に職員の意識を正し、点検

を行うことで、区政運営がさらに効果的に行われるように進めてまいります。 

次に、新型コロナウイルスについてです。 

これまで多くの区民の皆様にご協力をいただき、65歳以上の方について、約９割近くの方が３回目まで

の接種を終え、約３割の方が４回目の接種まで終えている状況です。 

ただ、実際には全体で見ると若い方の接種が進まず、若い方から感染が拡大するケースが増えていま

す。もちろん３回接種をしても、感染する方が一部いることは事実です。しかし、接種をすることで重症化リ

スクを軽減することができます。 

そこで区では、若い方向けに副反応が比較的少ない武田社ワクチン（ノババックス）をいち早く取り寄せ

て、接種を進めています。副反応が嫌だという方も多くいらっしゃいますので、そうした方にはこのワクチン

を接種していただくようにお願いしているところです。感染される方が減れば、重症化リスクも軽減しますの

で、こうした取組をこれからも続けていきたいと思っています。 

一方で、今は「ウィズコロナ」として、感染対策を行いながら社会の経済活動も行っていくという方向に進

んできました。町会活動もこの２年半ほとんど実施することが出来なかったですが、今年の６月から７月にか

けては、総会や様々なイベントも行われるようになってきました。こうした町会の様々な取組につきましても、

感染へ注意しながら進めていただきたいと思っています。 

区でも、様々な事業や行事について、可能な限り平時の時と同様に進めてまいりたいと考えていますの

で、よろしくお願いします。 

 
（※注） この部分は、令和４年７月時点の内容であり、その後、令和４年８月 31 日の保健福祉委員会にお

いて、今回算定相違のあった支給額については、予め定めた葛飾区私立保育所等扶助要綱の基準に基

づかない支出であり、保育所に対する返還請求権が区にあることは否定しがたく、返還請求権がある限り

区はこれを行使せざるを得ないと判断し、保育所に返還を求めていく方針を報告した。 
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２ 自治町会長の発言事項一覧   
（１）令和４年７月６日（水） 

事前受付分 

地区 自治町会 件名 掲載頁

堀切菖蒲園駅-葛飾区役所間バス路線の整備について 7

空き家、ごみ屋敷への対応について 7

公園整備について 8

令和４～６年度民生委員・児童委員候補者が見つからない 8

公衆浴場廃止後の利用者への対応について 9

地元自治町会加入への応援依頼 9

旧小菅保育園跡地地中アスベスト問題 10

堀切五丁目親交自治会 堀切菖蒲園駅の改良について 11

西亀有ひかり自治会 一人暮らし高齢者の孤独死の防止について 11

亀有 西亀有みどり町会 民生委員・児童委員の改選に伴う新規人員の補充の難しさについて 12

堀切 堀切自治町会連合会

小菅東自治会南綾瀬

小菅西自治会

 

自由意見分 

地区 自治町会 件名 掲載頁

南綾瀬 小菅東自治会 地域乗合タクシー「さくら」の路線変更について 13  

 

 

（２）令和４年７月 14 日（木） 

事前受付分 

地区 自治町会 件名 掲載頁

四つ木 宝町町会 民生委員・児童委員候補者の推薦方法について 14

青戸 青戸自治町会連合会 連合町会会館の建設について 15  

 

自由意見分 

地区 自治町会 件名 掲載頁

東立石 本田南町会 京成押上線立体交差事業の工期延長について 15

東四つ木 東四つ木南町会 浸水対応型市街地構想について 16

四つ木 篠原町会 京成本線荒川橋梁架替工事の工期について 17

青戸 白鳥東町会 青砥駅周辺地域の再開発について 17

東新小岩五丁目町会 新金線旅客化及び中川の資源活用について 18

東新小岩七丁目町会 屋内温水プールを活用した水泳指導に係る特別支援学級の児童への対応について 19

新小岩 新小岩第三自治会 自治町会の加入促進について 19

高砂 細田四丁目町会 新金貨物線の旅客化について 20

新小岩北

 

 

 



 

6 

（３）令和４年７月 27 日（水） 

事前受付分 

地区 自治町会 件名 掲載頁

金町第一団地自治会 金町駅前開発について 21

プラウドシティ金町自治会 スケートボードパークの整備について 21

シティタワー金町コミュニティクラブ JR金町駅西口改札口の新設及びその動線、公共広場等の整備の件 22

水元中之橋町会 水元公園自由広場に於ける少年野球の試合及び練習が、元気よく自由に出来るような広場として欲しい 23

東水元一丁目町会 最近の水元公園の水の濁りについて 24

金町

水元

 

 

自由意見分 

地区 自治町会 件名 掲載頁

東金町中央自治会 自治町会の法人化について 25

シティタワー金町コミュニティクラブ 京成本線荒川橋梁架替事業と新金線の旅客化について 26
金町
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３ 意見交換の記録 
 

（１）令和４年７月６日（水） 

〈堀切自治町会連合会〉 

堀切菖蒲園駅-葛飾区役所間バス路線の整備について 

堀切地区では、安全・安心住んでよかったまちを目指して、日頃からまちづくりに取り組んでいます。しか

し、住みやすいまちづくりについて地域内で全てを賄うことは現実的ではありません。他地域との交流や連

携があってこそ、それぞれの地域、そして、区全体の発展があると思います。 

堀切には、区役所に行くバス路線が基本的にありません。数年前に、堀切の北部をかすめるように区役

所へ行くバス路線が開設されましたが、本数も３時間から５時間に１本程度しかありません。 

しかも、地域が非常に偏っているということで利用する我々には不便な状況にあります。例えば、堀切菖

蒲園駅などにバス路線を新設して、なおかつ、区役所に行けるような路線にしていただけたら大変ありがた

いと思います。 

また、区役所の新庁舎を建設するということですが、まず、現在の庁舎とこの地域、そして、将来的に新

庁舎が完成したときにもこの地域と結ぶという両側面で考えていただけたら大変ありがたいと思います。 

（区長）  

立石駅前に区役所が移転することになりますと、堀切から電車でも区役所へ行くことができるようになりま

す。これは、大きな進歩だと思っています。電車は、定時性や一定程度の本数がありとても便利ですので、

電車も活用しながら、バス路線も活かしていくという取組を進めていきたいと思っています。 

また、バス路線の問題ですが、従来から南北交通型のものというのは、なかなか難しい状況がありました。

この十数年の間に、新規のバス路線が 10 路線増えましたが、一方で、乗客数が少なく本数が減ってしまい、

そのことによって結果的にまた乗客数が減るといった悪循環に陥っているケースもあります。したがって、実

際に乗っていただける方を増やしながら、そしてまた、それがうまく活用されるように考えていかなければい

けないと思っています。 

例えば、令和３年 11 月に東立石で体験乗車を実施したグリーンスローモビリティの活用や、新しいバス

路線の整備というのも考えていかなければならないと思いますし、それから、バス路線についても大型バス

のみならず、中型や小型バスを活用することも検討していく必要があると思っています。 

小菅には、「さくら」という乗合タクシーがあります。この「さくら」も様々な工夫をしていますが、なかなかお

客さんが増えない状況です。バス利用の需要に対して、バス路線をどう供給するかについて、皆さんとも協

議をしながら、新しい路線の開拓にも努めていきたいと思っています。人が乗らないと結果的に途中で廃

線等になってしまいますので、何とか人が乗るような路線を考えていくため、皆さんとも相談しながら進めて

いきたいと思います。 

 

〈堀切自治町会連合会〉 

空き家、ごみ屋敷への対応について 

日頃より、空き家やごみ屋敷など、自治町会だけではなかなか解決できない地域の問題について、区に

は、ご理解ご協力をいただき、大変感謝しています。おかげさまで、堀切地区における空き家、ごみ屋敷の

問題は、徐々に解消されつつあるという状況です。 

しかしながら、空き家については土地家屋の権利関係、ごみ屋敷の場合は住民への改善指導など自治

町会の力だけでは如何ともし難い問題であることは冒頭、お伝えしたところです。 

私の家の近所にも、俗に言うごみ屋敷がありまして、近所の方から「何とかしてくれないか」という要望を

常に受けています。私どもは、そこにお住まいの方に直接話をするのですが、「どういう権利があって言って

いるのか」と逆に問われてしまい、一言も答えられないのが現状です。 

住んでいる住民の方が、ある程度自分からきれいにしようという意識改善ができない限り、改善は非常に

難しいと思います。住んでいる方の意識改善を図るとともに、強制的な措置を取るのは難しいのかもしれま

せんが、行政の力を借りて何とか改善につなげていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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（区長） 

空き家問題は本当に大変な課題で、区でも「空家等対策の推進に関する特別措置法」が施行されてか

ら具体的な対策を取るため、不動産業や専門家の方も加えた検討チームをつくり、対策を進めてきました。

令和４年４月 27 日時点で 1,027 棟の課題のある空き家を受け付け、約 83％にあたる 854 棟を解決してきま

した。やはり対策を取るために一番良いのは、法律や条例が制定されるなどして、様々な権限の下に対策

を推進していくことだと思います。 

一方でごみ屋敷の問題については、ご本人の権利がありますので、「本人が生活をしていることに、無関

係の人間が余計なことを言うな」とおっしゃる場合も実際にあります。ただ、空き家もそうですが、周囲にお

住いの方に迷惑をかけるケースも相当出てきているのが実態です。 

そうした状況をなくすための取組を区の内部でも検討しながら、今は個別対応をしていくよう進めていま

す。実態等もお聞きしながら可能な対策を考えていきたいと思っています。 

それから、このごみ屋敷の問題については、全国的な問題にもなっていますので、なるべく効果的な対

策が取れるように、また、皆さんからも情報をいただきながら検討を進めてまいりますので、よろしくお願いし

ます。 

 

〈堀切自治町会連合会〉 

公園整備について 

堀切地区の長年の課題の一つとして公園が少ないという点があります。私ども堀切地区は、８町会ありま

すが、そのうちの３町会には、公園がありません。他の地域の公園整備について伺うと、たまたま大きな工

場の引っ越しがあった場合などに、その土地を区で何とか取得して、一部を公園として整備しているなどの

お話をお聞きします。しかし、堀切地域は昔からそこそこ発展している地域で、一つ一つの工場や店舗の

面積が小さいというのが実情です。ですから、１軒、２軒たまたま空き地ができたとしても、公園には非常に

不向きな状況にあります。しかしながら、そこを解決するのが我々地域住民であり、区役所の方々だと思い

ますので、良い知恵を拝借出来ればと思います。 

（区長）  

公園を整備していくことは、区全体にとっても大切なことだと思っています。これまでも、三菱製紙の跡地

に大きな公園を整備したほか、様々な場所で工場跡地等を利用して公園を整備しているケースがありま

す。 

一方で、児童遊園などの小さな公園も地域には必要です。特に、この堀切、四つ木、東四つ木、西新小

岩など荒川沿いの密集市街地については、密集市街地整備事業をしながら、そこから生み出した土地を

広場や公園にしていくということを少しずつ進めていきたいと思っています。 

もちろん、多様な形で新しい土地が出てくれば、それを公園等にするということも考えられますが、多くの

方が住んでいる場所ですので、そんなに簡単には進みません。それでも、密集市街地整備事業を通して、

皆さんと連携しながらご協力をいただいて、少しずつ児童遊園のような広場を確保していくことで、結果とし

てそれは防災対策にもつながることになりますので、この取組を進めていきたいと考えています。 

 

〈小菅西自治会〉 

令和４～６年度民生委員・児童委員候補者が見つからない 

区から民生委員の候補者推薦について自治町会長に投げかけがあるので、地域から候補者を見つけ

ています。ここ 10 年から 20 年の間に、まちの形態も随分変わりまして、商店や小さい事業所なども無くなっ

てしまいました。今までそういう方々が、まちを支えるいろいろな役割を担ってくれていましたが、数が減っ

てしまっています。私も、この 10 年間自治会長をやってきましたが、残念ながら民生委員を見つけることが

できませんでした。 

私は商店や小規模の事業主にお願いするだけでは、限界が来ているのではないかと感じています。解

決に向けて一つ考えられるのは、今、元気な 70 歳代が多いので、年齢要件の緩和を国に働きかけたり、そ

れから、介護相談のような相談室みたいなものを地域につくっていただいたり、あとは、裁判員制度のように

義務的かつ抽選で選ばれるような仕組みを検討いただくのも、これから福祉制度を維持していくために必

要ではないかと考えています。よろしくお願いします。 
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（区長） 

民生委員の問題については、こちらも長い間の懸案事項で、成り手がいない状況が続いています。これ

については、これまで東京都の社会福祉審議会で議論をしています。実は私も、23 区の区長を代表して、

社会福祉審議会の委員を務めさせていただいています。社会福祉審議会では、これまで年齢制限の引上

げを実施したほか、従来では民生委員として選任出来なかった常勤の被雇用者の方について、要件を緩

和して選任できるようにしたり、当該地域の在勤者も対象とできるようにしたりと、様々な形で少しずつ範囲

が広がってきていることは事実です。しかし、町会や団体ではなく個人にお願いしなければならないといっ

た法的な制約もありますので、そうした中で、努力をしてきているところです。 

民生委員の仕事というのは、とても大切な仕事ですので、その仕事内容を変更していくのか、それとも民

生委員の補助員を設置したらどうかなど、さまざまな意見が社会福祉審議会の中でも出ています。そうした

ことを検討しながら地域に住む高齢者、その他の方が生活しやすい状況が担保できるように努力をしてい

きたいと思います。またアイデアがありましたら、お寄せいただきたいと思います。 

確かに、裁判員制度のように指名してお願いするのは一つの方法ですが、現実には大変なことだと思い

ます。様々な制度をこれからも考えていきたいと思います。 

 

〈小菅西自治会〉 

公衆浴場廃止後の利用者への対応について 

公衆浴場の廃止後の利用者への対応について伺います。私の家の斜め前に公衆浴場があります。通っ

ている人の姿を見ますと、後期高齢者の方がほとんどです。また、街中を見ると、お風呂が完備された住宅

が増え、この公衆浴場自体が、斜陽産業かと思われます。お風呂好きの人に来てもらうためのことはやって

いるようですが、なかなか利用にはつながらないようです。 

今後、公衆浴場が無くなってしまいますと、お風呂の無いアパートに住んでいる方などもお困りになると

思いますし、夏の暑い時期には、入浴出来ないと健康上も良くないことがあります。今は大丈夫でも、何年

か先には廃業してしまう浴場が出てくるのではないかと思いますので、区としても考えていただきたいと思い

ます。 

（区長） 

 公衆浴場については、数が減ってきている状況でして、何とか減少を食い止めたいと思っています。しか

し、実際には経営の厳しいところがありますので、区として出来る限り支援したいと取り組んでいます。例え

ば、燃料費の補助や後継者を探す支援、修繕費用の補助などもしています。結果的に、何とか一定の数

が現在も残っています。西小菅でも草津湯さんが残っていますし、何とかこうした公衆浴場を無くさないた

めの対策を考えていきたいと思います。 

それから、現在公衆浴場の利用者は多くが高齢者です。家庭のお風呂があっても、週に何回かは公衆

浴場へ行くというコミュニケーションや交流の場として利用されることで、何とか経営が成り立っているところ

もあります。そのため、より多くの方に公衆浴場に行ってもらえるよう、イベントの開催などでも支援をさせて

いただいています。 

比較的にこの区内西側地域は残っている公衆浴場が多いほうですが、それでもこれから数が無くなって

しまいますと困ることも多いので、下町らしい交流の場を残していけるように、これからも知恵を絞ってやっ

ていきたいと思います。皆さんたまにはお誘い合わせで、公衆浴場にも行っていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 

〈小菅東自治会〉 

地元自治町会加入への応援依頼 

小菅東地区も古い家が多いまちですが、古い家が壊されて新しい家やマンションが建っています。町会

の会員はほとんど古い家の人たちで、高齢化に伴い年々会員数が減っています。新しい戸建ての住民に

も敬老会の記念品などをお渡しに行った際に、「ぜひ、会員になってください」と勧誘するのですが、反応

がありません。全国の報道などでは、災害時などに町全体が一緒に助け合うことで命が救われているケー

スが多々見受けられます。自治会だけでは、なかなか勧誘が難しいので、新たな住民から転入届などが提

出された際に、ぜひ区から「災害時には地域の協力が必要だ」というような、何か強いメッセージを発信して
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いただいて、町会加入の手助けをしていただければと思います。自治会としてもそれなりの努力はしないと

いけないと思うのですが、区からもご協力をいただきたいと思います。 

（区長） 

区ではこれまで、下町として町会と行政が連携をしながら、住みやすいまちをつくるために努力をしてい

こうと取り組んできました。おかげさまで良いところもたくさんありますが、町会の加入率が少しずつ低下して

きて、現在は 60％を切るところまで来てしまいました。その大きな要素として、新しいマンションができた際

に、入居者が町会に加入しないケースが出てきているということがあります。これは、23 区の他区も同様で、

区によっては町会の加入率が 50％を切っているところも出てきています。 

そこで、マンションを建てる際に建築主に対して町会加入を要請し、建物が管理会社に引き継がれたと

きや、管理組合が設立されたときなどに、都度加入要請をしていくことを手続きとして進められるようにセン

ター長を含めて取り組んでいます。 

新小岩やその他の地域で、こうした取組の結果、新しくできたマンションが丸ごと町会に加入してくれたと

いうケースも徐々に出てきています。その際に、町会費について満額徴収するのではなく、減額を認めるな

どの工夫もしていただいています。 

やはり、マンションが完成した際に町会に加入いただけるよう取り組むことが一番大切になりますので、こ

れからもしっかりと取り組みたいと思います。 

また、そのための根拠として「葛飾区集合住宅等の建築及び管理に関する条例」を、本年 10 月から施行

します。こうした条例に基づき出来る限り区も関わって、マンションに町会へ加入していただくように取組を

進めていきたいと思います。 

また、災害対策をはじめ、高齢化に対する対策、子どもたちが遊ぶための対策など、さまざまなことが町

会を通して出来ているということを、これまで以上に町会の魅力としてＰＲしていかなければならないと思っ

ていますので、ぜひご協力いただきたいと思います。 

そのほか、区役所の戸籍住民課や区民事務所で転入について受け付ける際に、町会のことをきちんとＰ

Ｒしていくことも大切です。最終的には、個々の方が入りたくないというのを強制させることは出来ませんが、

まずは、知ってもらうことがとても大事なことですので、出来る限りその努力はさせていただきたいと思いま

す。 

町会の加入率について、３分の２に相当する 66％程度は確保していかなければ、じり貧になってしまい

ますので、そうならないように全力で取り組んでいきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

〈小菅東自治会〉 

旧小菅保育園跡地地中アスベスト問題 

昨年もご質問させていただいたのですが、旧小菅保育園跡地の地中アスベストについて伺います。この

１年間区役所の担当の方は大変苦労されて、一生懸命やっておられるというのは良く分かっています。しか

し現実には全く話が進みません。やはり前例がないために、アスベストが飛散した場合の安全性が 100％

確保されないから出来ないというお考えで、なかなか進められないのだと思います。 

前例がないということであれば、全くこの先も、おそらく何年経っても進まないんだろうと思います。ですか

ら、何回か地域の者からも、「例えば、こういう方向はどうだ」とお話をさせていただいていますが、なかなか

先には進みません。 

この問題について、例えば建物の外側を残し中だけ機械が入れるようにして、少しずつ掘削していき、少

し飛散したらそこで止めて外には出ないような方法を検討するなど、何か、葛飾区で前例をつくる勢いで進

めていただきたいと思うのですがいかがでしょうか。 

（区長） 

この問題については、前回の自治町会長連絡会やそれ以外の場でもご質問をいただいていまして、区

の内部でも様々な検討をさせていただいています。 

初めに、現状だけ説明させていただきますと、アスベストについては区の施設だけではなく、民間住宅で

も多くのところに使用されています。例えば、建物の屋根瓦でカラーベストと呼ばれているものがあり現在で

も多く残っていますが、これにはアスベストを含んでいますし、壁板などにもアスベストは含まれています。

アスベストを含む建物は、区内の至る所にある状況です。 
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こうしたものについては、現状すぐに無くすということにはなっていません。アスベストを含む建物を壊す

際に、アスベストの飛散が必ず問題になるため、適正に処理することが求められるというのが従来の考え方

です。最近までは、こうした届出ですら十分ではなく、アスベストの含有が不明確なうちに取り壊してしまっ

たケースもあります。その後、条例改正がされて、現在では現状分析をして届出をしなければならないと決

まっています。 

また、区内ではアスベストに限らず、重金属、鉛、ヒ素などが地中に含まれており、様々な場所で検出さ

れることもあります。例えば、ヒ素などはこの地域にかつて川が流れていた関係で、上流から流れてきたもの

が地下に堆積しており、地中を掘ると様々な場所から検出される状況です。区でも建物を建て替えする際

には、必ずボーリングを行いますが、地中にヒ素や鉛がある場合はその部分を取り除いて工事を行っており、

全てを取り除いているわけでありません。こうした物質は区内の至るところにありますが、その物質が飛散し

ない前提では、取り除くという仕組みになっていないのが実情です。 

確かに、重金属などの物質を全部取り払ってしまうことが出来れば一番良いのかもしれませんが、工事

に際して都度対処していくというのが、現状の進め方です。 

したがって、旧小菅保育園の跡地についても、どのように取り除くかという話になると思いますし、しっかり

と対処していきたいと思っていますが、現状では次のこともまだ決まっていない状況ですので、これから考

えていく必要があると思っています。 

お話いただいたように葛飾区が前例になるような方法も含めて、少し検討を進めていきたいと考えていま

すので、よろしくお願いします。 

 
〈堀切五丁目親交自治会〉 

堀切菖蒲園駅の改良について 

現在の堀切菖蒲園駅は老朽化が進み、上りホームは青砥側が狭くなっているため、朝の通勤時間帯は

上りホームや階段、改札付近が大変混雑しています。また、堀切五丁目周辺住民の多くが、駅南側の道路

を通り、駅を利用していますが、南側の道路は道幅が狭く、朝の通勤時間帯に自転車利用者や歩行者で

こちらも混雑しています。そこで、駅東側に朝のみ乗車できる臨時改札口を設けることなどが実現できれば、

現在の改札や階段付近の混雑が緩和し、駅が利用しやすくなると考えています。 

今年、国土交通省は、京成本線荒川橋梁架替事業について着手すると聞いていますが、この事業の進

捗とともに、あわせて駅舎が改善されることを望んでいます。 

また、バス、タクシー乗り場の設置、駅北側都道の歩道拡幅などの整備も重要であります。荒川橋梁架

替事業及び堀切菖蒲園駅周辺のまちづくりの現状と計画についてお伺いしたいと思います。 

（区長）  

京成本線荒川橋梁の架替は、区としても大変重要なことでありますので、何十年もの間、様々な形で国

に要請したり、取組を進めるなどしてようやく工事が着手されるところまで来ました。工事については、堤防

側ではなく、荒川の中ほどから少しずつ取り掛かる予定となっており、工事期間も 10 年以上を要しますが、

それでも着実に始まっていくことになります。その間の水害対策については、橋梁部の堤防高が低い箇所

について、止水板を設置することとしていますが、区では止水板設置訓練も実施しています。 

また、橋梁架替の影響で、京成本線の線路は北側に移ることとなりますが、現状では駅には影響しない

とこととなっていますので、駅についてはまた別に対応をしなければいけないと考えています。駅舎も既に

古く、少しずつ改修していますが、ぜひ地域全体のまちづくりとともに、京成電鉄にも働きかけていきたいと

思っています。 

ただ、この堀切菖蒲園駅周辺については、これまで再開発というよりも木造密集地域の解消や道路拡幅、

小さな公園の整備など、どちらかというと修復型のまちづくりを進めてきていますので、そうしたことを進めな

がら、駅についてもあわせて改修を進めてもらえるように、京成電鉄とも協議をしていきたいと考えていま

す。 

 

〈西亀有ひかり自治会〉 

一人暮らし高齢者の孤独死の防止について 

私たち西亀有ひかり自治会では、かつてからの課題でありました孤独死の防止について質問します。 
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私が暮らす都営住宅は、現在 126 世帯が暮らしていますが、一人暮らしの方が 130 人程います。かつて

も孤独死について課題はありましたが、昨年は３件も孤独死が発生しました。いずれも、室内で倒れた状態

で時間がかなり経過していました。玄関は施錠されており、立ち入ることはできません。私たち自治会員も

高齢化が進んでいるので、私たち自身の課題でもあります。 

高齢者に対して、自治町会、民生委員の訪問や交流、社会福祉協議会の乳酸飲料の配達サービス利

用などで安否確認ができると存じていますが、健康状態の急変から発見までの時間を短くすることによって

助かる命もあると考えています。 

また、65 歳の慢性的な病気がある方を対象にした見守り緊急通報システム装置などがあると存じていま

すが、さらなる高齢化が住む中、孤独死の問題は私たち団地だけでなく地域の問題であると思います。 

つきましては、区として孤独死を減らす対策についてどのように考えているか教えていただければと思い

ます。よろしくお願いします。 

（区長） 

公営住宅の場合には、高齢者が大変多いということもあり、一人暮らしの方が結果として孤独死をするケ

ースが大変多く発生しています。特に、このところのような暑い状況の中ですと、家の中でも熱中症になる

危険がありますので、注意を促す取組をしていかなければいけないと思います。 

孤独死の防止のためには、いくつかの方法がありまして、例えば、ポットやトイレが使われたなど機械的

な通信で見守るサービスもありますし、毎日乳酸飲料を配る方が安否確認をすることもあります。それから、

民生委員の方が高齢者の住宅を回ることもありますし、ご近所同士が交流を持ち、１日に１回声の掛け合い

をしている例など様々なケースがあります。ぜひ、そうしたことをこれからもしっかりと進めていきたいと思い

ます。 

それから、今はＩＣＴの進展や新たな開発により、ご本人が使用しているものによって安否を確認できると

いう製品も出て来ていますので、そうした製品について整備するなど新しい制度として取り組んでいきたい

と思っています。ただ、やはり最終的には、人と人が交流する場をいかに作れるかだと思いますので、互い

の交流をおせっかいなくらいにやれるような地域づくりが重要なのだと思います。正直申し上げて、亡くなる

ことを防ぐことはできませんが、何週間も放置されたということは非常に残念なことですので、そうしたことの

ないようにこれからも相談しながら取組を考えていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

〈西亀有みどり町会〉 

民生委員・児童委員の改選に伴う新規人員の補充の難しさについて 

民生委員について、本年 11 月末をもって改選となり、12 月１日から新しい３年の任期がスタートしますが、

現在の亀有地区の定員 28 名のうち、５名が欠員となりました。５名の新しい委員の推薦を地区の自治町会

にお願いしていますが、現在までに決まったのは２名です。12 月１日のスタート時では、３名欠員でスタート

せざるを得ない状況が決定しています。この欠員地区は、正副会長がそれぞれ２区ずつ担当して活動を始

めることになり、大変な負担感を強いられています。 

私は民生委員を 15 年間やっていますが、亀有地区で区の職員の退職者の方などが、民生委員を引き

受けたという例は聞いたことがございません。他区の区役所に勤めていて亀有地区で民生委員を引き受け

た方が 15 年のうちに一人だけいらっしゃいます。都の職員を経験された方も 15 年のうち一人だけでした。

葛飾区の職員さんも、毎年、一定数退職されるわけですが、なぜ、引き受けていただけないのか非常に疑

問です。しかし、答えは簡単です。区の職員さんは、民生委員の仕事を詳しくご存じのはずですので、その

大変さ、困難さを知っているが故に引き受けていただけないのです。引き受けていただけるのは、私のよう

に何にも知らず町会内のお付き合いで断り切れずに引き受けるような人たちばかりです。こういう現状をぜ

ひ区の職員さんの皆さんにお考え直しいただきたいと思います。 

民生委員の仕事は、大変多岐にわたり忙しいです。現役で仕事をしながら引き受けていただける方もい

らっしゃいますが、会議に出ることさえままならないような人たちが多いです。そして、見守り訪問活動も土

曜、日曜を使っての調査活動になります。平日や日中はできませんので、ある程度の時間制限の中でそれ

を皆さんにこなしていただきました。欠員地区は、仲間がそれぞれ分担し合い、手分けをして何とか終える

ことができました。無事に終わって、私は本当にありがたく感謝しています。区からも、ぜひ民生委員の補充

に対して、ご援助をお願いしたいと思います。 
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（区長）  

民生委員については、様々な課題がある中でも何とか人員を確保し、皆さんが気持ちよく活動していた

だけるようにしていかなければならないと思います。確かに、民生委員の活動は重要で大変な仕事ですが、

一方で、それによって得られるものもあると思いますので、民生委員の重要性や素晴らしさもＰＲしながら、

多くの方に参加いただけるようにしていく必要があると思います。 

それから、区の職員が民生委員を引き受けてくれないとのお話がございましたが、私が区長になってか

ら、区の職員に対して、強制はできませんが「地域の様々な活動に参加してほしい」と話しています。結果と

して、消防団員になっている方や地域の防災活動を担当している方、子ども会のリーダーとして活躍してい

る方もいます。そのほかにも区の職員を退職後、町会長をされている方も多くいらっしゃいます。たまたま民

生委員がいないということがあるかもしれませんが、地元で働き、生活しているので、これからも参加につい

て奨励していきたいと思っています。 

一方で、この民生委員の仕事をいかにやり易くしていくかという環境整備の問題や、年齢上限を現在の７

５歳からさらに引き上げていくべきというような様々なご意見もあります。今は１００歳まで元気に生きる時代

ですので、こうしたことについても社会福祉審議会の中でも話題にしながら、東京都とも協議していきたいと

思います。いずれにしても、民生委員の役割はとても大切ですので、これからも委員の皆さんが活動しやす

い状況をつくっていきたいと思います。 

 

〈小菅東自治会〉 

地域乗合タクシー「さくら」の路線変更について 

区の職員の方から「さくら」について、便数を減らすという説明を受けました。そのときに、「路線を商業地

域や多くの人が利用できるようなコースに少しだけ変えたら、もっと利用者が増えるのではないか」というお

話をさせていただきました。利用者を増やさない限り便数は増えないわけで、便数が減れば不便になって

利用者もどんどん減ってしまうという悪循環になります。結果的には、そのようなコースは様々な規制があっ

て出来ないというお話でした。本日、区の公共交通網整備方針についてお聞きしましたので、ぜひ、「さく

ら」についてもコースを工夫するなどして利用者を増やすような取組ができたらよいと思うのですが、いかが

でしょうか。 

（区長）  

「さくら」は、これまで大変多くの方にご利用いただいてきました。そして、これからも多くの方にご利用い

ただけるよう、路線の一部変更などを実施したところもありますし、停車場所など様々な形で議論をしながら

改善してきました。 

ただ、現実はなかなか厳しい状況です。区として補助金を使っている制度ですので、利用者が一定水準

以下であっても運行するということには違いないのですが、やはり、多くの方に乗っていただきたいというこ

とが趣旨ですので、それに向けて実現が難しい部分はありますが、工夫をしていきたいと思っています。 

また、区内の他の地区では、別の交通手段を検討しながら進めている事例もありますので、そういった

様々な交通手段や方法についても考えていきたいと思っています。 

いずれにしても、高齢化の進展や環境問題の課題も出てくる中で、可能な限り公共交通を充実して、多

くの方が安心して利用していただけるような状況をこれからも整備していきたいと考えていますので、よろし

くお願いします。 
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（２）令和４年７月 14 日（木） 

 
〈宝町町会〉 

民生委員・児童委員候補者の推薦方法について 

民生委員の選出についてお伺いします。当町会は 3,000 世帯以上ある規模が大きめの町会ですので、

民生委員の定員数も多いです。選出に当たってかなり苦慮しているところがあり、これから一遍に決めると

いうのでは非常に難しいため、何か区のお知恵をお借りできないかと思っています。 

民生委員の場合は、その地域の中から選任しなければならないという決まりがあるので、選任が非常に

難しくなっているということもあります。例えば、区の職員を退職されたＯＢの方で、当町会の会員の方がい

らっしゃれば、区から斡旋や推薦をしてもらえないかという思いを持っています。また、区の職員から公募の

ような形で、数名でもいいので引き受けてくれる方を出していただけるとありがたいと思っています。 
（区長）  

今年は民生委員の一斉改選の時期ですが、なかなか民生委員の成り手がないことが本当に大きな課題

となっています。東京都の社会福祉審議会では成り手不足について毎回議論になっています。これまで上

限年齢を 75 歳まで引き上げましたが、さらに、80 歳ぐらいまで引き上げられないかという意見がある一方で、

引き上げれば良いというものではないとの意見もあり、様々な議論が行われています。 

また、従来は当該地域に居住していることが選任の条件となっていましたが、勤務地として在勤している

方も対象とすることとしました。このほか、常勤の被雇用者の方を選任可能にしたりと、実際にそうした活動

が可能で意欲のある方であれば、委員をお願いできるよう様々な形で範囲を広げてまいりました。 

お話のあった公募制も全国では一部取り入れている自治体もありますが、課題もあるようです。そうした

中で、できる限り多くの方に民生委員を務めていただけるようにこれからも取組を進めていくことと、東京都

や国に対してもそうした取組に対する地域の要望について知ってもらい、民生委員のことを定めた法律が

ある中でも、改善するところは改善してもらいたいと思っているところです。 

それから、民生委員の仕事が年々大変になっているのではないかという声もあります。確かに、少子高齢

化が進む昨今では、民生委員の仕事の必要性が高くなっているということがあると思います。こうした中で

は、民生委員を地域や行政で補佐できるような環境を整備することが大切だと思います。 

行政に関しては、先ほど区の職員を退職したＯＢを民生委員に推薦してもらえないかというお話がありま

したが、実は、区の職員のＯＢにも町会の会長や消防団員を務める方がいらっしゃいます。また、区役所に

在勤中の時から、そうした地域の役割を務めている職員も増えてきています。私は、区の職員に対して、

「地域活動に参加できる方は積極的に参加してもらいたい」と話をしていますが、やはり地域の活動という

のは、非常に大切だという認識を多くの方にも知っていただいたうえで、その仕事の範囲についても他の方

が手助けできるような状況を整備するための取組を進めていかなければ、ますます民生委員を務めてくれ

る方が減ってきてしまうのではないかと思っており、何とか皆で考えながら対応していきたいと思います。 

この民生委員や消防団、保護司の制度があるのは、世界でも日本だけだと言われているぐらい、日本で

はボランティアが育たないなどという話がよくありますが、そんなことは全然なくて、町会活動や民生委員、

消防団もボランティアです。こうした地域のための活動について多くの皆さんにも知っていただいて、そして

活動がスムーズにできるよう、様々な取組を考えていきたいと思います。 
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〈青戸自治町会連合会〉 

連合町会会館の建設について 

現在、青戸自治町会連合会及び自治町会の活動には、主に青戸地区センターの会議室等をお借りし

ていますが、その使用が増加すると、地域の自主的な団体の活動を圧迫することとなってしまいます。その

ため、連合町会及び自治町会で使用できる会館として、２階建て程度の避難所機能のある建物を建設し、

町会活動のための場を設けていただければ、今後、町会活動の活性化にも資するものになると考えていま

す。これについて、地域や老人会、青少年育成地区委員会等の利用も踏まえたものとすれば、建設する意

味もさらに深まると思います。 
場所としては、本田消防署青戸出張所がテクノプラザの隣に移転する予定で、４月から新出張所建設に

着工していますので、この跡地を青戸地区でお借りできれば良いと思っています。この検討をお願いでき

ないでしょうか。 
（区長）  

町会運営に際しては、活動の拠点となる場所が必要だと思います。これまで地域活動では地区センター

や集会所があり、社会教育などは一昔前だと社教館や敬老館がありました。それぞれ目的別で設けていた

ところもありましたが、場所によって利用率が異なりました。 

そこで、現在では、社教館を学び交流館という名前で集会所に位置づけ、敬老館も憩い交流館という名

前で皆さんに使ってもらえるようにしました。地区センターも同様です。様々な施設を統一することで、皆さ

んが自由に使っていただけるように変えてきました。 

こうしたことで、かなり利用率が平準化して、利用率が低い施設が少し減ってきている状況です。しかし、

現在も場所によってはあまり使われていない施設もありますし、逆に駅の近くの施設は混んでいるところも

あります。様々な工夫をして、皆さんが自由に活用できるような集会の場をこれからも確保していきたいと思

っています。 

まずはこうした地域の施設を利用していただきたいと思いますが、一方で、町会活動などについては、

「専用の場所があったほうが良い」という声や、「活動に様々な要素があるため町会会館が必要だ」という声

も昔から根強くあります。そこで、区では、23 区でおそらくトップかと思われますが、町会会館の建築費用に

ついてケースによっては９割以上を補助しています。最近は、修繕や改築についても補助をしており、区内

でも町会会館ができている町会が増えてきています。現状では、連合町会の会館については位置づけをし

ていませんが、そのエリア全体で使用する会館と考えていただけるということになれば、今の町会会館のシ

ステムをそのまま横引きするということも可能かとは思います。ただ、現在の町会会館建設でも、独自の資

金も必要となりますので簡単にできるとは思いませんが、そうした形を考えても良いとは思っているところで

す。 

基本的には、今ある区の様々な施設を活用していただいて、地域活動を活性化していただきたいと思っ

ています。連合町会の町会会館については、またご相談をさせていただきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 

〈本田南町会〉 

京成押上線立体交差事業の工期延長について 

京成押上線の連続立体交差事業について、当初は令和５年３月 31 日に竣工を予定していたものの、令

和 13 年３月 31 日まで工期が延長されたという話をお聞きしました。延長につきまして、今まで用地買収が

思うように進まなかったという事情があることは承知していますが、私の感覚ですと、８年間延長するのは連

続立体交差事業の完成には少し時間が長いのではないかと考えています。 
地元の町会としては、線路が早く高架化されれば交通の利便性も向上しますし、現在発生している交通

渋滞の解消につながると思いますので、ぜひとも、何とかして早く完成していただきたいと思っています。 
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（区長） 

工事の竣工予定が令和５年から令和 13 年まで延びてしまいまして、本当に申し訳ございません。実際に

工期は延長することとなってしまうのですが、出来れば高架化された状態を令和 13 年よりも１年でも早く実

現できるように、現在、京成電鉄と東京都に連携をお願いしているところです。幸い用地買収は全て完了し

ていますので、工事が順調に進めば、令和 13 年よりも早く実現できると思っています。それから、側道側の

周辺工事が完了していなくても、高架化が進んで高架下が通れるようになるだけでも大きな前進ですので、

ぜひ、それは早くやってほしいと話し合いもしています。 

併せて、高架下の利用などについても地元の皆様から多くのご要望をいただいていますので、こちらに

ついても早めに議論しながら進めていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

〈東四つ木南町会〉 

浸水対応型市街地構想について 

安全・安心なまちづくりについて、浸水対応型市街地構想を策定したと伺いましたが、すばらしい取組だ

と思っています。私の町会は四ツ木駅の東側に展開する小さな町会で、水害時の避難所が中川中学校に

指定されています。中川中学校に向かおうとすると、荒川方向に行かなくてはなりませんし、高齢者も多く

水平移動は大変だと危惧しています。このほかにも、渋江小学校や木根川小学校、地区センターもありま

すが、緊急を要するときに水平移動するのはかなり厳しいと思っています。 
その点で、浸水対応型市街地構想の取組で非常に面白いと思ったのは、垂直避難という考え方で、非

常に大切ではないかと感じています。取ってつけたようですが、四つ木地区にも駅前に高層施設などがあ

ると良いと思いました。 
また、それと同時に、現在、四つ木地区の北側は道路拡幅でバスターミナルが設置される予定で、用途

地域がかなり緩和されており、建造物の高さも上限が無くなっています。しかし、四つ木地区の東側は未だ

に近隣商業地域で、建造物の高さ制限があるため、おそらく４階から５階以上の建物は建築できない地域

になっていると思います。道路の関係などもあると思いますが、地区を一帯で例えば商業地域などに指定

していただき、建造物の建蔽率や容積率も緩和していただくと、民間施設なども地域に入り、まちが活性化

するのではないかと思いました。今、四つ木の商店街は本当にシャッター化していますので、まちを活性化

するためにも、四つ木地区のまちづくりの整備計画について検討をお願いします。 
（区長）  

今は垂直避難もとても大切だと言われています。一時期、広域避難という話が出て、江東５区のエリア全

体が千葉の松戸方面や、埼玉の三郷、八潮方面など、広域で避難するという検討がされてきましたが、葛

飾区も 46 万人の区民がいて、全員が避難できるとは限らないので、今は広域避難や垂直避難など様々な

方法で対応していくこととしています。垂直避難するには場所が必要となるので、公共施設はもちろんです

が、民間マンションなどについても避難場所を確保できるよう現在取組を進めています。一時期は高速道

路に避難したらどうかという話も出ましたが、一時的ではなく長い滞在となると難しいので、そうした様々な

避難態勢の在り方が議論されています。これはとても大切なことだと思っています。 

また、そうした避難場所を確保するには、まちづくりも進めなければならないと思います。最近では、高い

マンションも建築できるようになっています。そのためには、周辺の土地を活用した容積率の確保など様々

な方法があるのですが、いずれにしても、無秩序にまちづくりが進められるということがあってはならないの

で、しっかりとした基準を持って進める必要があると思います。 

現在は、例えば東四つ木の地区では、木造密集地域を解消するために道路整備や公園の一部整備を

行っていますが、これによって建物が建て替わり、少し高い建物も建てられるようになってきています。そう
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した状況をこれからも進めていくことで、結果的に地震や水害に強いまちづくりにつながるよう取り組んでい

かなければならないと思っています。 

ただ、そのためには、地元の皆さんの協力が不可欠です。再開発もそうですが、まちづくりというのは必

ずその地域にお住いの方に様々な影響が出ます。そういった際には、地元の皆さんと連携しながら話し合

いをして進めていきますので、安全なまちをつくるためご協力をお願いします。 

 
〈篠原町会〉 

京成本線荒川橋梁架替工事の工期について 

昨日の町会長会議で京成本線の京成関屋と堀切菖蒲園間の橋梁架替について、京成電鉄と区から説

明がありました。説明の中で、工期について今年の末から開始して 15 年を要するとお聞きし、大変驚きまし

た。もう少し工期の短縮ができないかと感じた次第です。よろしくお願いします。 

（区長）  
国とも協議していますが、新しい橋梁が完成し既存部分の撤去が全て完了するまでが工期となりますの

で、結論としては長い期間が必要となります。そこで、工事の途中段階でも現在一部低くなっている堤防高

について、高さを確保できる状態をなるべく早く実現してほしいと国に対して強く要望しています。そうすれ

ば、その後の工事が少し長引いてもやむを得ないと考えています。もちろん堤防高確保の実現までにも時

間がかかるので、今は緊急時のためにパラペットの設置や止水板の設置訓練などの対策をしていますが、

全体工期の半分以下程度の期間で堤防自体が高くなる状態を整備してほしいというお願いをしています。 
工事の進め方次第ですが、新しい橋梁を建設したら線路を移してしまうことで古い橋梁が不要となり、堤

防高の整備が早くできることにもなります。それでも年数はかかりますが、なるべく早く実現してほしいと国

へ要請して、それを具体的にスケジュール化してもらうように現在話をしています。 
やはり地元の皆様からすれば、そんなに長い工期が必要なのかと疑問を持たれることもあると思います。

現実的に相当な期間を要するのは事実ですが、なるべく早く安全な状態を確保するように要請しています

ので、よろしくお願いします。 
 

〈白鳥東町会〉 

青砥駅周辺地域の再開発について 

現在、青砥駅周辺地域については、再開発の予定がありません。青戸六・七丁目は再開発をして、慈恵

医大の他にも新たな素晴らしい病院ができ、ＵＲの住宅も建設されました。私は 30 年前に亀有地区のマス

タープランに携わりましたが、再開発によって今の亀有のまちやアリオが整備されました。それがいいか悪

いかは別として、交通インフラなどは整備が進み、素晴らしい亀有駅になったと思います。新小岩駅や金町

駅もそうですが、やはりＪＲ系の駅周辺の整備は早いと実感しました。 

現在は、葛飾区都市計画マスタープランの策定に携わっています。葛飾区には、災害に対応できるよう

なホテルがありません。ホテル誘致もやはり利益が出ないと難しいとは思いますが、区で一度アパホテルを

誘致しようとして上手くいかなかったというお話もお聞きしました。実は私も青戸まちづくり団体という団体を

立ち上げ、あるホテルのマネジャーと話を始めています。ぜひ区としてもホテル誘致を検討いただきたいと

思います。 

また、京成線沿線は、堀切菖蒲園駅やお花茶屋駅の周辺地域も含めて再開発が遅れているところもあ

るので、青砥駅周辺の再開発についてもご検討をお願いしたいと思います。 
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（区長）  
まちづくりについては、区内の各所で様々な取組が行われています。例えば、駅周辺の再開発のほかに、

木造密集地域を解消するための取組を堀切や四つ木などで行っています。また、青戸でも六・七丁目につ

いて地区計画を作成し、慈恵医大が移転せず経営しながら建て替えができるように、知恵を絞って取り組

ませていただきました。結果として、青戸六・七丁目には亀有と青戸からバスが乗り入れるようになり、マンシ

ョンも建設され、まちづくりが進んで人も増えました。 
まちづくりには修復型や再開発型など、それぞれの地域に合わせた形があります。確かに、お話のように

ＪＲの駅前と私鉄の駅前では大きく違いますが、これは事実として、電車の本数や乗降客など、様々な面で

状況が違いますので、その地域に合った取組をしていかなくてはならないと思っています。 
京成青砥駅周辺は、タカラトミーと人生ゲームを題材とした様々なイベント等も実施されていますが、これ

から駅前を改修していこうと京成電鉄とも話しています。様々な地域をより良いまちにするために、地元の

意見も入れながら進めていこうと思います。現実的な状況もあるため、なかなか望んだ通りにならないことも

ありますが、それでもここまで各地域のまちづくりや再開発、木造密集地域の解消について着実に事業が

進んできています。今後も時間が掛かったとしても地元の皆さんと連携しながら進めていきたいと思ってい

ます。 
そして最後に、ホテルについてですが、葛飾区には多くのビジネスホテルが各駅にあります。ただ、何と

なく一般的にいう大きなバンケットがあり、立派な建物のホテルというのはこれまで無かったため、再開発の

様々な場面で、ホテルに来てもらえないかなどの話はさせていただいています。 
ただ、最終的に相手方としては、ホテルの必要性や利益見込みなどが重要になってきます。まずは、小

さなビジネスホテルでも、ホテルがあること自体が大切なことなので、「葛飾に来られて宿泊できて、そして

地域で活動ができるようなまち。そして、もちろん住んでいる方が安心して住めるまち」をつくるために、それ

ぞれの地域の実情にあったまちづくりをこれからも進めていきますのでよろしくお願いします。 
 
〈東新小岩五丁目町会〉 

新金線旅客化及び中川の資源活用について 

私は、新金線の旅客化に関していくつか提案したいと思います。旅客化については、新小岩駅から金町

駅までの計画だと思いますが、出来れば水元公園まで延伸する計画を考えてほしいと思います。理由とし

ましては、新小岩駅はＪＲの駅でも非常に便利な場所ですので、新小岩駅から新金線で水元公園まで行く

ことができれば、旅客数も増えるのではないかと思います。また、その脇に自転車専用のサイクリングロード

を整備して、葛飾の観光スポットにアクセスできるようにするのも良いのではないでしょうか。 
それから、もう一つ、葛飾区には中川が流れており、現在工事が進んで護岸が整備されていますが、今

のままでは護岸が殺風景ですので、各小学校やプロによる壁面アートを描くのも良いと思います。そして、

新小岩から水元公園まで行けるよう船を運航していただき、他区の小学生が水元公園まで理科や社会科

の勉強に訪れる際に役に立てれば、非常に有効な資源活用になるのではないかと思っています。提案で

すので、検討いただければありがたいです。よろしくお願いします。 
（区長） 

初めに、新金線についてです。完成に向けて努力していきたいと考えていますが、課題もありますので、

第一段階として新宿の国道６号線まで整備し、その後金町駅まで整備を進める計画を予定しています。水

元公園までの延伸についてのお話をいただきましたが、何十年か前に区の計画を策定した頃にも、金町駅

から水元まで線路を設けるべきだという意見も多く、絵を描いていた時期もありました。30年～40年前のこと

ですが、今でもご存じの方が多く、それだけ需要があるのだと認識しています。ただ、一歩一歩進めていか
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なければなりませんので、まずは新小岩駅から新宿間を整備し、その後金町駅まで進めていきたいと思っ

ています。 

次に、中川の活用についてです。中川は上平井から高砂橋の間について東京都に強く要請してテラス

を整備してもらい、そこの活用についても様々な協議をしてきました。現在、テラスは地域の方にも散歩など

で活用していただいています。テラス整備は、あと１年～２年で高砂橋まで完成します。高砂橋から上流の

管理は国になりますので、国土交通省にテラスをさらに上流まで続けて整備してほしいと要請しています。

このほか、具体的に絵を描いたりということも始めています。やはり、川の活用は葛飾区において大切なこと

ですので、今後も進めていきたいと思います。 

また、船の運航についてですが、現時点では、中川にも東立石緑地公園や奥戸の総合スポーツセンタ

ーなどに船着場を整備しています。上流部にも船着場を整備できるところがありますので、国や都とも協議

しながら増やしていくことで、船の運航の可能性も広がると思います。現在もいざというときには、船着場が

活用できるようになっていますが、今後も取組を進めていきたいと思います。 

葛飾区は川に囲まれたまちですので、それを活かしたまちづくりを積極的に進めてまいります。よろしく

お願いします。 

 
〈東新小岩七丁目町会〉 

屋内温水プールを活用した水泳指導に係る特別支援学級の児童への対応について 

教育委員会から、子どもたちの水泳指導の充実に向けた屋内温水プールの活用方針が示されました。

私の町会には二上小学校があり、屋内温水プールの活用を実施していく対象の小学校に指定されていま

す。二上小学校には、現在、特別支援学級があります。この特別支援学級の児童は、特別な配慮が必要

な子どもたちですので、水泳指導に伴う移動や、特別な指導体制、知識の専門性などが必要とされると思う

のですが、そうした環境の整備や体制につきまして、教えていただきたいと思います。 
（学校教育担当部長）  

二上小学校については、現在、試行ということで、学校外のプールを体験してもらうような段階です。特

別支援学級の児童のように、配慮の必要な子どもたちに対するプール指導に関しては、移動や付き添いな

ど、皆様からご心配いただく面について、丁寧にシミュレーションをしながら指導を考えていきたいと思って

います。これから一緒に取り組んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
 

〈新小岩第三自治会〉 

自治町会の加入促進について 

新小岩のＪＲ跡地に高層マンションが２棟建設されました。１棟は 268 世帯の分譲マンション、もう１棟は賃

貸マンションですが、おかげさまでこのうち 100 世帯が自治会に加入するということで進んでいます。これは、

行政の地域コミュニティ形成促進のため、区の要綱が条例化されたことが後押しになっていると思います。

条例化によって、事前協議について法規的な裏付けが出来たという受け止めもあります。私どもは、地域振

興部と連携を取りながら、問題検討委員会等でコンサルタントからの応援もいただき、新たに引っ越して来

られる方々に住みやすい環境を提供するため工夫して取り組んでいます。今後、葛飾区もマンション建設

が増え、条例の対象物件が非常に多くなると思いますので、それに対応する工夫を区でもお願いしたいと

思います。 

（区長）  
新小岩駅の東南口にＪＲの土地があり、そこに、マンションが２棟建設されました。１棟は賃貸でもう１棟は

分譲マンションですが、実は、このマンションの下に区の立体型駐輪場を初めて設置しましたので、その関
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係で私も現地へ行き、お住いの方の様々なお話をお聞きしました。やはり、住宅を単純に建設するだけで

はなくて周辺環境も整える必要がありますし、住宅そのものについても協議をしながらコミュニティがしっか

りと形成される住宅をつくっていくことがとても大切だと思っています。 
新小岩のまちが良くなるためには、ワンルームマンションばかりだけでなく、子育て世帯など周辺環境に

とっても良い人たちが増え、地域の活動に参加してもらったり、町会にも加入してもらえるようにすることが

大切だと思います。こうしたことをしっかりと進める住宅づくりやまちづくりを地域の皆さんと連携しながら進

めていきますのでよろしくお願いします。 
 

〈細田四丁目町会〉 

新金貨物線の旅客化について 

現在、単線で新金貨物線がありますが、こちらの旅客化をとても楽しみにしています。現在は、ＬＲＴ（ライ

トレールトランジット：低床式車両等を活用した交通システム）車両の実施を検討しているとのことで、ＬＲＴ

車両の良さもあるとは思いますが、私は常磐線から新金線へ乗り入れ、そのまま総武線、中央線への接続

が実現できれば良いと考えています。 
また、新金線の国道６号線との交差という課題もありますが、国道６号線の高架部分を現在の金町二丁

目交差点付近から延長し、そのまま環状七号線と交差する青戸八丁目交差点付近までつながれば、慢性

的な交通渋滞も解消し、交差の課題も解決するのではないかと思っています。 
そのほか、新金線沿線で観光資源があれば、新金線を利用して区外から葛飾区を訪れる人が増える可

能性もあると思います。夢が広がる新金線ですので、ぜひとも早く実現していただきたいと思っています。 
（区長）  

新金線はお話にありましたように、もともと常磐線と総武線を結び、現在は貨物用として使用されていま

す。出来れば私としても、常磐線からそのまま新金線へ入り、新小岩に抜けて東京駅方面へ行ってもらうこ

とが一番良いということで、前々からＪＲとも話をして要請もしてきました。また、実際に旅客化するとすれば

高架化が望ましいということもあり、現実的な状況として、ＬＲＴ車両の選択肢を含めＪＲや関係者の理解を

得て実施できる方向を調整しているところです。 
ＬＲＴ車両については、ここ何年か前から国が補助制度を整備するなど状況が変化してきて採用できる

可能性が高まってきました。高齢化の進行や地球温暖化対策が重要となるなど、社会の状況も変化してき

ていますので、それを踏まえて現実的な対応として取り組んでいきたいと思っています。 
また、観光の話がございましたが、新金線の旅客化においても、観光はとても大切だと思っています。地

方の路線でも、通勤通学用として日常的に利用する方や観光等で利用する方を確保することで、運行の

営業収益も実現できるように考えていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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（３）令和４年７月 27 日（水） 

 
〈金町第一団地自治会〉 

金町駅前開発について 

先日、理科大通りにあるイトーヨーカドーの説明会に出席し、今年の秋頃に閉店する予定だとお聞きしま

した。当自治会を含め、どの自治町会も同様だと思いますが、高齢化が進んでいるので買い物等も困るよう

な状況になるのではないかと思います。金町駅北口の開発状況や今後の計画についてお聞きしたいで

す。 
（区長）  

金町駅周辺も整備が進んできました。南口では、駅広場を整備した後に再開発で２棟の建物が完成しま

したし、北口の新宿六丁目地区については、ＵＲ都市機構と一緒に整備をさせていただいて、中央には東

京理科大学、南側にはマンションタワー棟やスーパーマーケットが出来ました。 
今、お話のあったイトーヨーカドーと金町自動車教習所がある場所についてですが、店舗の営業が終了

した後は、再開発事業の整備を進める工事が今年度中には始まることとなると思います。今あるスーパーマ

ーケットや、地元の商店街についても頑張っていただいて、皆さんが買い物で不便にならないよう取組を進

めていきたいと思います。また、周辺環境が悪くならないように道路の整備等も進めていきたいと思ってい

ます。 
 今後、将来に向けては、長期的な視点ですが金町駅前団地の改修や改築も検討されていますし、「南側

の駅広場が完成しているのに北側は狭いままだ」という声もありますので、これも整備をしていくように考え

ています。そして、道路を広げることによる歩行者空間の確保に加え、バスの便も水元方面の方からすると、

とても不便だという声も一部ありますので、そうしたことも着実に進めていきたいと思っています。 
買い物の件についても、地元の商店街の皆さんと一緒に力を合わせて、皆さんにとって不便のないよう

取り組んでいきたいと思っています。 
Ĩ た、ご意見をお寄せください。よろしくお願いします。 

 
〈プラウドシティ金町自治会〉 

スケートボードパークの整備について 

この地域には、金町駅北口周辺地区まちづくり協議会という団体がありまして、私は理事として活動して

います。日頃から金町をどのようにして盛り上げていこうかと考えており、住む人が増えるというのも一つ大

切な要素だと思いますが、他の地域から金町に来てくれる人を増やすことが大切だと思っています。 

昨年の東京オリンピックの折に、スケートボードで日本人が大活躍しました。スケートボードは非常に若い

子どもたちが中心となってやっています。先日、イタリアで行われた世界大会でも、日本人が表彰台を独占

したそうです。日本でトップレベルになると世界でも勝てる可能性のあるスポーツです。しかも、選手は10代

後半や 20 代前後の方が多いので、小学校入学前から競技を始める子が多いと思います。 

何が言いたいかと申しますと、金町にスケートボードパークを整備したら、練習する子どもたちは親と一

緒に来ますので、金町に練習に来て近くの水元公園で１日過ごし、買い物をして帰っていくというような、そ

ういった回遊ができるのではないかと考えています。水元公園の端に、ボルダリングの練習場をオリンピック

にあわせて整備していただきましたが、あの場所は広いスペースがありますので、そこにスケートボードパ

ークをつくることができるのではないかと思っています。整備してほしいということではなくて、整備したらど

のような効果があるのかということについて、ぜひ調査していただきたいと思っているところです。 
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（区長）  

この金町や亀有エリアは、新型コロナウイルス流行前まで駅の乗降客数がずっと増えてきました。まちづ

くりも進めてきましたし、水元も含めたエリアの開発を着実に進めてきたことで、住みやすくなるにつれて住

む方も増え、結果的に乗降客も増える状況が起こっています。実際に常磐線の駅は東日本大震災以降の

乗降客が減少傾向で、お隣の松戸駅などでも減ってきています。コロナ禍で状況が変わっているところもあ

りますが、そうした中でも金町と亀有は増えてきていましたので、今後も多くの皆さんにお越しいただけるよ

うにしたいと思っています。 

スケートボードパークの話をいただきましたが、子どもたちのためにも、そしてまた高齢者の皆さんにとっ

ても、様々なスポーツができる場所を整備していくことは、とても大切だと思っています。今、お話いただき

ましたように、東京オリンピックにあわせて水元公園にクライミング施設を整備しました。これは、東京都にも

申入れをしてオリンピック関連の補助金をもらい、水元公園を無料で借用することができたことで実現しまし

た。コロナ禍にも関わらず、当初の想定を超える多くの皆さんにお越しいただいています。最近も、野口選

手など有名選手がいらっしゃったことがテレビ等でも取り上げられていますが、やはりスポーツ施設はとても

大切だと思っています。 

区内では、金町・水元エリアだけでもこの 10 年ぐらいの間にサッカーコートが二つできましたし、それ以

外にも例えば、小菅の水再生センターの上にフットサル場を整備しました。そのほか、先日リニューアルオ

ープンした小菅東スポーツ公園には、従来あったテニスコートに加えて、スリーエックススリーという最近流

行りのバスケットボールのゲームができる施設を整備しました。そのように、区内の様々な場所でスポーツが

できる場所を検討させていただいています。 

その中でも、特にこの金町エリアは積極的に取り組んできましたし、これからも取り組んでいきたいと思っ

ています。今、お話のあったスケートボードも人気の種目ですし、子どもたちにも大変熱心に取り組んでい

ただけると思いますので、検討を進めていきたいと思います。ただ、スケートボードの場合は、かなり音が出

るなど課題もあります。今でも、野球場の打球音がうるさいとか、子どもたちが運動をしている声がうるさいな

ど、様々な声があることも事実です。しかしながら、出来れば様々なところで多くの方がスポーツのできる場

所を整備できるよう、これからも取り組んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 
〈シティタワー金町コミュニティクラブ〉 

ＪＲ金町駅西口改札口の新設及びその動線、公共広場等の整備の件 

昨年度も同趣旨で要望しましたが、改めてＪＲ金町駅の西口改札新設及びその動線、あるいは、公共施

設広場の拡充について要望します。当自治会は新宿六丁目地区計画において定められた大規模集合住

宅で、840戸のマンションになりますが、このエリアはこの１年間でも目覚ましい発展を遂げていると感じてい

ます。ご承知のとおり、金町駅南口の再開発事業で新たなマンションや公共施設を含む商業施設がオー

プンしましたし、新宿六丁目地区計画の中でも、２街区ということでシティテラス金町が完成しました。このほ

か、東金町一丁目西地区の再開発について、昨年度は組合設立認可の段階でしたが、先日の説明会に

おいては、現在権利変換認可手続中ということで、９月には工事に着工し、2025 年には商業施設がオープ

ンする予定です。また、二期工事を段階的に進めた後には、大規模タワーマンションの建設が想定されて

いるところです。 

これが、僅か１年間の動きですが、昨今、国としては、少子化や人口減少が課題として挙がる中で、この

金町・新宿エリアは非常に変貌が激しく、まだまだ人口増が見込まれるエリアなのではないかと思います。

しかしながら、人口の増加に伴い、ＪＲ金町駅について朝・夕のラッシュ時が大変混雑し、正直危険な状態
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となっていると思います。これからますます通勤客が増えていく中で、現在の脆弱な改札が一つしかない状

態では、非常に危険な状況となると思います。今後ホームドアの設置を予定しているとの話がありますが、

これらの抜本的な解決のために、やはり、様々な動線の確保を検討するとともに、改札口をもう一つ増設す

るということについて、真剣に検討していただきたいと思います。これは我々地域住民を含めたかなりの声と

いうことで、再度、要望させていただく次第です。 

さらに動線の確保について加えますと、新宿エリアからの動線について、東金町一丁目西地区の再開

発では、ＪＲ側の南側ラインの歩道整備予定や、地元でお化けトンネルと呼ばれているプラウドシティ前の

狭いトンネルの改善については含まれていないと聞いています。 

また、金町地区センターについても、再開発の施工地区外ながら機能移転を予定していると聞いていま

すが、その後の利用については未定だと思います。この場所は公共的に発展が認められるエリアかつ、駅

に隣接しているという利点がありますので、新たな公共施設の整備をお願いしたいと思います。あわせて金

町駅の改札口設置についても、ぜひご検討をお願いしたいと思っています。もちろん、これは、区だけでな

く、ＪＲさんのお考えもあるということも理解しています。昨年度の区長のお答えでは、定期的にＪＲの幹部と

意見交換をされているとお聞きしましたので、その後の経過報告も含めてお考えをお聞かせいただければ

幸いです。 

（区長）  

この金町エリアは、全国的には人口が減少している状況の中でも、人が増えています。葛飾区全体で見

ても、新型コロナウイルスで一時減少しましたが、今年は去年よりも人口が増えており、今後も少しずつ増え

ていく見込みとなっています。人口の減少は困りますので、今後も子どもや高齢者が元気に幸せで暮らせ

るまちをつくっていきたいと思います。その先頭に立ってこの金町や水元エリア全体が発展するようにして

いきたいというのが基本的な考え方です。 
当然、その際、都市基盤の整備というのはとても大切で、道路の拡幅や駅前整備、バス網の整備、そし

て、ＪＲを含めた鉄道の整備も大切だと思っています。そうしたことを考えながら日々努力をしていきたいと

思っています。 
ＪＲとの議論のために毎年必ずＪＲ東日本本社の深澤社長とお会いして、葛飾区の金町、亀有、綾瀬、新

小岩のＪＲの各駅の状況や乗降客の問題について意見交換をさせていただいています。 
その中で、金町についても乗降客が乗り降りする際に非常に厳しい状況となっており、これから対策を立

てていこうということで意見が一致しています。その対策としてどのような方法があるかについてですが、従

前、駅を改修する際に、駅前広場や駅舎の階数などとあわせた西口改札の整備を含む議論はさせていた

だいています。そうしたことを通して、安全で安心な公共交通にするということは、大変重要だと区からＪＲ本

社へも申入れをさせていただいています。 
これからも、この金町の発展のためにＪＲの駅をどう整備していくか、また、運行本数をどうするかなどの検

討は大切なことだと考えています。公共交通の重要性というのは、これまで以上に高まっている状況だと思

いますので、そうしたご意見を踏まえて対応を考えていきたいと思っています。まちが発展をするときには併

せて様々な課題も出てきますので、そうした課題に適切に対応できるように、また、ご意見をお伺いしながら

取り組んでまいります。よろしくお願いします。 
 

〈水元中之橋町会〉 
水元公園自由広場に於ける少年野球の試合及び練習が、元気よく自由に出来るような広場として

欲しい 
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私の要望は、水元公園の自由広場において、今までは少年野球の練習や試合を元気よくやっていまし

たが、現在は制限が課せられてしまったため、以前のように元気よくスポーツができる公園にしてもらいたい

というお願いです。 

経緯を説明しますと、昭和 52 年３月 24 日付で、水元公園内にスポーツ広場をつくってほしいということを

東京都議会に請願して受理され、東京都によって整備されました。その後、平成 19 年に運営委員会やグ

ラウンド管理委員会等を設置して、管理しながら進めてきました。しかしながら、10 年程前から近隣町会の

方より少年野球の練習がうるさいと、水元公園の管理センターに騒音苦情が寄せられるようになりました。

聞くところでは、東京都の基準では、45 デシベル以上の音は騒音に該当するため、声を出してはいけない

とのことのようです。そこで、令和３年 12 月に区の環境課に騒音の調査をしていただき、改善内容と対策が

記載された要望書を受け取って、我々としてもその内容に沿って進めているところです。 

私が言いたいのは、騒音に関して平成27年４月１日に改正された「都民の健康と安全を確保する環境に

関する条例（環境確保条例）」第 136 条において、保育所や公園で出される未就学児の声が騒音規制の

対象外となりましたので、小学生の子どもたちが水元公園でスポーツをやることについても、規制緩和の対

象としていただきたいと要望してほしいということです。 

私どももこれまでホームベースの位置を住宅側から公園側に移して、近隣住宅への影響が減るような工

夫はしています。青少年の健全育成という観点からも、規制緩和をお願いしたいと思います。 

（区長）  

葛飾区はこれまで水元公園や水元総合スポーツセンターをはじめとする様々なスポーツ施設の整備や、

学校校庭の地域開放を通じてスポーツに親しむ場をつくってきました。子どもたちが安全・安心にスポーツ

を楽しむことができる環境をこれからもしっかりと整備していきたいと思っています。 

一方で世の中には、なかなか厳しい状況があり、例えば幼稚園や保育園の子どもの声がうるさいから対

策してほしいなど、様々な意見があることも事実です。そして、平成 27 年に改正された環境確保条例の中

でも未就学児の声については、規制対象としないこととしています。子どもの声についてまで条例で決めな

ければならないこと自体がなかなか厳しい状況だと感じますが、現実にそうした意見があるということもありま

すので、様々な取組をこれからもしていかなければならないと思っています。 

ただ、一方で、お互いに譲り合うところは譲り合えるようなことも社会としてはとても大切なことだと思いま

すので、そうしたことを知っていただく努力もしていきたいと思っています。子どもたちが安心してスポーツを

楽しんでいただける状況をつくっていくため、皆さんとご相談しながら取り組んでいきたいと思います。また、

子どもたちについても、ほかの人に迷惑がかからないように、ルールを決めて行うことも社会勉強の一つと

して知っていただくように取り組んでいけたら良いと思います。 

 
〈東水元一丁目町会〉 

最近の水元公園の水の濁りについて  
私は子どもの頃から水元公園を見てきています。公園も非常にきれいに整備されて、家族連れで遊びに

来てくれるようになり、葛飾区の観光地になりつつあるのではないかと非常に喜んでいるのですが、ここ何

年かのうちに公園の水が濁ってきているのではないかと感じています。はなしょうぶ園方向から小合溜方面

を見ると、水の中で大きな泡が見える箇所があり、おそらく水質浄化設備があるのではないかと思っていま

したが、最近タイミングも悪いのか稼働しているのを見かけません。 
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また、香取神社の前に小川があり、そこも以前は覗き込むと小魚が泳いでいる姿が見えていたのですが、

いつの頃からか見かけなくなってしまいました。町内の方とお話しているときに「水元公園の水が最近汚い」

と言われて、私もこのことに気付きました。 

水元公園は、「森と水辺があり、野鳥などの生物も豊富で、23 区でも珍しい自然豊かで広大な公園」とテ

レビでも紹介されていましたので、何とか水をきれいにしてもらいたいと思います。都立公園なので、もしか

したら都で対応いただく必要があるかもしれませんが、きれいな水を再生していただけるような取組をお願

いします。 
（区長） 

水元公園自体は、東京都が管理していますが、園内の小合溜は区が管理しています。実際には水をき

れいにすることによって公園の価値も上がりますので、お互いに連携しながら取り組んでいます。水中の浄

化装置についてですが、先日現地を見て定期的に稼働していることを確認しました。一定の間隔で動いて

いる関係から、一時的に止まっているように見えたかもしれませんが、機能しています。 
また、浄化装置以外にも水質浄化センターがありますが、老朽化が進んでいたため令和２年に設備の改

修を行い、現在は新しい設備が動いています。この水質浄化センターは、中川から取水した水を浄化して

水元公園に流しています。ただ、今、中川の水位が下がってしまうことが多く、中川から取水することが難し

くなっています。そこで今年、取水先を中川から大場川に変える工事を行います。そうして安定的に水を確

保し水量が増えることで、水質の改善にもつながりますので、これから進めていきたいと思います。 
水元公園の水質を確保することは、とても大切だと考えていますので、これからも取組を進めていきたい

と思っています。調査結果を見ると、一気に悪化しているわけではないですが、水量が減っている状態で

すので、これから水量が保たれるようにしていきたいと思います。 
 
〈東金町中央自治会〉 

自治町会の法人化について 

私は、自治町会の法人化の問題について質問します。当自治会では、長らく町会の会館や事務所を設

置したいと思っており、現在、土地や賃貸物件を探している途中です。その際に、いわゆる法人化を進めな

ければならないため、法人化を進めるに当たり臨時総会を開き趣旨説明をして、自治会員の賛同を得たの

ですが、その地域に住所を有する全ての人の過半数以上の署名がないと法人化ができないという条件が

あり、そちらで苦慮しています。 
当自治会の近隣には、中・小規模のマンションや集合住宅がたくさんありますが、これらは町会に加入し

ていません。町会としても「安全・安心のため様々な活動をやっていますので、ぜひ加入してください」と勧

誘していますが、なかなか加入には至りません。 
今回、区の地域振興課からもアイデアをもらい、該当するマンションに署名活動依頼の文書を作成し、理

事会から署名協力を促してもらいましたが、結果的に、個人情報の問題もあり、なかなか思うように署名して

もらえませんでした。当自治会の法人化の話はその後進んでいません。 
出来れば、区から中・小規模のマンションや集合住宅に対して、町会加入の促進をしていただけると非

常に助かります。当自治会は会館も事務所もないもので、会議もなかなか思うように出来ない状況です。現

在、東金町小学校の部屋を借りて開催していますが、人数制限もあり、開催がままなりません。これから法

人化を進めていくためにも、賃貸物件でも良いのですが、会議ができるようにしていただきたいと思います

ので、区からもご尽力をいただきたいと思います。 
また、法人化にかかる過半数以上の同意が必要という現在の基準について、緩和を検討いただけない

でしょうか。ご意見をお聞かせください。 
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（区長）  

現在、「町会会議の場所を確保したい。また、そのために町会会館を建設したい」といった要望もたくさん

あります。ぜひ、そうした取組は進めていただけたらと思います。当面は、公共施設として学校や集会所な

ど様々な場所がありますので、お使いいただきたいと思います。 
それから、町会の加入に関してですが、区でも転入手続きの際に町会の活動状況について紹介したり、

マンション建設に際しては、地区センター長が地域の皆さんと一緒に建設業者や管理組合と適宜話をして、

加入依頼をさせていただくようにしています。 
ただ、既に建設されている集合住宅の場合には、お住まいの方一人一人が納得しないと進んでいかな

いというのが実情であり、今はまず、新しく建設される集合住宅について積極的に取り組ませていただいて

います。もちろん、今建っているマンションについても皆さんと一緒に相談しながら、町会の必要性や重要

性も知っていただき、加入促進に向けた取組を進めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
また、法人化については、その町会の方がしっかりと納得をしているかが最大の問題だと思います。法人

化して財産を持つこともありますが、以前は町会長の名義で町会会館を建設した時代もありました。しかし、

相続問題など様々な課題が残るということで、町会が法人となり、町会の財産として町会会館を保有するよ

うになりました。また、町会自体が法人格を持って様々な事業を行うことは、地域住民の方の権利、義務に

も関することとなりますので、基準を緩和して、一部の方の意見で決めたという話になってしまうのも問題と

なります。町会の総意で法人化が進められたということが大前提ですので、そのための取組について、区と

しても様々な協力をさせていただき、町会の皆さんに納得いただけるようにしていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 
 

〈シティタワー金町コミュニティクラブ〉 

京成本線荒川橋梁架替事業と新金線の旅客化について 

初めに、京成本線の荒川橋梁架替事業についてお聞きします。着々と事業が進捗しているとは思って

いるのですが、国の中央防災協議会において、総合安全対策における東京都のウィークポイントとして、１

番目に赤羽の岩淵水門付近からそこの鉄道の架橋、２番目に堀切の京成本線荒川橋梁部分が挙げられ

ていると認識しています。荒川橋梁について、国交省が緊急対策を進めることで安全度がかなり変わってく

るのではないかと思うのですが、事業の進捗によりワースト２位という現状は改善されるという理解でよろしい

でしょうか。 

次に、新金線の旅客化についてお聞きします。平成 29 年頃から事業の検討をされていて、駅の数は 10

駅案と７駅案があり、車両も電車案とＬＲＴ案がそれぞれ構想としてあるようですが、需要予測や単年度収

支の試算の指標を見ると、明らかに 10 駅案のほうが良いと思いますし、概算事業費の指標をみると、ＬＲＴ

よりも電車案が良いのではないかと思います。平成 29 年頃の検討から５年程経過していますが、その後の

方向性については、決まっているのでしょうか。 

また、整備方針として、国道６号以南を優先的に整備して、国道６号から金町駅間は将来的な全線開通

を目指すということですが、非常にぼんやりとした方針になっていると感じました。こうした公共交通は、やは

り起点と終点の主要な駅に繋いでいないとあまり効果が出ないのではないかと思いますが、全線開通のイ

メージはどのようにお持ちなのでしょうか。区内の交通ウィークポイントである新宿エリアが優先的ではなくて、

後回しになってしまっているところが気にかかります。将来的には、この新宿エリアに一つか二つは確実に

駅が計画されるのかと思っているのですが、現状の認識をお伺いできますでしょうか。 
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（区長） 

初めに安全・安心なまちづくりに関して、京成本線荒川橋梁部分については、国においても葛飾区だけ

の問題ではなくて、首都圏全体の問題だという認識を持っています。実は昨日、江東５区に北区と板橋区

を加えた七つの区の区長と一緒に、国土交通大臣及び国土交通省の関係局長と議論をしてきました。この

問題は京成本線荒川橋梁の場所だけの問題ではなく、上流部の調整池整備や、利根川の八ッ場ダムを含

めて、荒川流域と利根川流域の全体をどのように守っていくかというのが国の考え方です。ただ、その中で

も、葛飾区の京成本線荒川橋梁については、大きな課題だと認識をしてもらい、これから工事が始まろうと

しているところです。 

区としては、すぐにでも堤防高の確保を実現してほしいと思っていますが、こうした工事は、20年から30

年の期間を要してしまいます。そこで、堤防が低くなっているところに、パラペットと呼ばれるコンクリートの

護岸を整備し、いざというときには職員が止水板を設置するための訓練を行っています。先日も、京成電鉄

の終電が終わった真夜中に、職員300人程で止水板の設置訓練を行いましたが、１時間程度で設置ができ

ました。 

こうした訓練など、堤防を破堤させない取組をしっかりと行いながら、長期的には工事も進捗させて、なる

べく早く堤防高の確保を実現させようと、大臣及び国交省の方にもお話させていただきました。併せて、調

整池やダムなど上流の設備を総合的に整備していくことによってこの首都圏を守ろうという確認をしました。 

次に、新金線についてですが、新金線の計画に私自身が関わってから、30年から40年が経ちます。なか

には一部の政治家の方が明日にでも実現できそうな話をしていた時期もありました。その後、様々な議論を

重ねて来ましたし、20年前にも調査をしましたが、その時点では実現が難しいという状況でした。 

しかし、ここ５年から６年の間に社会が大きく変化してきました。一つは高齢化が進んでいることや、脱炭

素化が進められようとしていること。それから、地方の鉄道をどうするかという議論の中で、ＬＲＴ車両の積極

的な活用のため、国によってＬＲＴ車両の助成制度が整備され、鉄道部分の整備について国の補助金が

入る可能性が見込まれたこと。こうして実現できる可能性が高まったこともあり、環境が整ってきたのが実情

だと思っています。 

ただ、国道側は、「国道６号は一級国道なのでそこを平面交差するというのは絶対に考えられない。今で

もあそこを廃止してほしい」と考えています。一方で、ＪＲからすれば、貨物列車を現在実際に運行している

中で、そこにまた新しく旅客化した電車を走らせようとしているわけなので、議論をするにも本当にたくさん

の意見があります。やはり、せっかくあるものですし、社会も変化してきてＬＲＴ車両等も採用できるような状

況になってきていますので、その課題を乗り越えるために、関係者や専門家、ＪＲ、国や東京都の皆さんが

入って課題についてもう一回議論をしていきましょうということで、今年の８月から検討会が始まるところまで

来たわけです。今までの30年間何をやっていたのかと言われるのかもしれませんが、何とかここまで来まし

たので、その先に向けて進めていきたいと思っています。 

また、国道６号から金町駅の間については、この議論をしていると、なかなか先に進めないだろうという意

見もありましたので、まずは国道６号以南の先行整備を一つのたたき台として議論を始めることとして、検討

会を発足させることにしました。もちろん、当然、実際に運行するとなれば金町駅と新小岩駅をつないだ方

が効率的ですし、乗客やＪＲにとっても良いはずですので、ぜひ、そこは実現したいと考えています。皆さん

からも応援をいただいて、実現に向けて努力をしていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

ただ、一言で言って課題がたくさんあることも事実です。しかし、私はぜひ実現したいという思いで、関係

機関とも連携して進めていきたいと思っていますので、よろしくお願いします。 
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